
(1)平成22年 11月 1「 1 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 77号

発 行 者
下 市 田 区

発行責任者

大 沢   操

印   刷
下市田。キタバヤシ印刷

■
. ・ |■

No。 77

2010

11月 1日 発行

幕

ヽ

dlヵ "▼

畷路口■~・

=―
おF

今
年
の
夏
は
異
常
で
し
た
。
気

象
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
統
計
を

一
八
九
八
年
に
始
め
て
か
ら
、
最

も
気
温
の
高
い
夏
で
し
た
。

今
年
も
下
市
田
の
文
化
祭
り
、

萩
の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場
が
十
月
十

六
日

・
十
七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
落
語
に
て
幕
を
開
け
、
子
供

の
前
向
き
な
話
し
方
に
皆
さ
ん
感

動
。
そ
の
後
、
高
齢
者
の
表
彰
、

記
録
に
よ
り
ま
す
と
十
年
前
よ
り

表
彰
さ
れ
る
方
が
倍
に
増
え
て
い

ま
す
。

・
舞
台
発
表
は
、
体
を
動
か
し
た

り
、
歌

っ
た
り
、
皆
さ
ん
が
参
加

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
又
、
数
多
く
の
出
展
は
、

本
年
よ
り
従
来
の
三
階
で
の
展
示

を

一
階
に
変
更
し
、
見
学
し
や
す

く
な
り
、
多
く
の
力
作

・
秀
作
が

整
然
と
展
示
さ
れ
、
趣
味
を
超
え

た
日
々
の
努
力
の
研
鑽
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

秋
は
実
り
の
収
穫
、
芸
能

・
ス

ポ
ー
ツ
と

一
年
の
ま
と
め
と
し
て

大
切
な
時
期
に
こ
の
事
業
が
あ
る

こ
と
は
、
意
味
深
い
事
で
す
。

今
、
萩
の
郷
は
秋
本
番
を
迎
え

て
い
ま
す
。

萩参郷

「

　

・
一

ゴ .:1'
・■

―

‥

・■
．

．

ヽ
¨

‐

/

午

”

■ ,ュニニ」
二 aL“ ■L白日EII

堕

／

　

　

．ノ

′
饉勝

亀
日
、

Ｊ
甲

メ

国ヽ
」
Ｅ
■
■

Ｌ
■

"レ
`

７
．

′
上

.・ヽ

ヽ

ヽ

、

■

暉
　

饉」
Ｅ

"

′
‐

・
　
、

』
一

武
:二  Л

′,・嘔r/  P

「

1い.

Ｉ
」

「

″
“

■

″ ″「
―

ヽ



平成22年 11月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 77号 (2)

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

大

沢

　

操

い
ま
す
。
高
齢

一

者
の
皆
さ
ん
は

一

動
作
も
遅
く
な

一

り
注
意
力
も
散
漫
と
な

っ，て

ま
い
り
ま
す
、
車
を
運
転
す

る
時
は
特
別
に
注
意
し
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
度
、
下
市
田
区
有
文

書
の
第
二
回
目
の
整
理
が
終

わ
り
ま
し
た
。

区
民
会
館
に

自
ア
リ
被
害

副
区
長
福
島
正
夫

区
民
会
館
は
建
設
以
来
十

一

四
年
程
経
過
し
、
今
ま
で
に

一

今
回
を
含
め
三
回
の
被
害
が

一

確
認
さ
れ
、
そ
の
箇
所
の
修

理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

下
市
田
四
区
交
通
安
全
住

民
大
会
が
、
十
月
二
日
下
市

田
区
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
毎
年
区
を
替
え
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

下
市
田
区
内
で
、
二
件
の

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
二
件
の
死
亡
事
故
と
も
、

な
ぜ
こ
の
広
い
場
所
で
起
き

た
の
か
、
み
ん
な
不
思
議
に

思
う
よ
う
な
場
所
で
起
き
て

い
ま
す
。
少
し
注
意
す
れ
ば

防
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

は
、
明
治
の
文
書
が

な

っ
て
お
り
ま
す
。

田
の
歴
史
、
沿
革
、

地
方
自
治
、
消
防
、
宗
教
、

神
社
、
仏
閣
、
教
育
、
経
済
、

水
利
、
土
木
、
福
祉
、
青
年

団
に
関
わ
る
も
の
等
、
多
岐

に
わ
た

っ
て
お
り

ま
す
。
今
回
の
整
理
も

下
市
田
史
談
会
に

依
頼
、
三
年
ほ
ど

掛
け
て
き
れ
い
に

整
理
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
関

係
さ
れ
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。歴
史
と
伝
統
あ

る
下
市
田
区
の
宝

物
と
し
て
、
末
永

く
後
世
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
下 心 今
市 と 回

平成22年度 下市田区一般会計中間決算報告書
(自 平成22年 4月 1日 ～至平成22年 9月 30日 )

決算収入額 20.867,307円 決算支出額 11,703,945円 差引残高 9,163.362円
【支出の部】

平成22年度 高森町公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成22年 4月 1日 ～至平成22年 9月 30日 )

決算収入額 2,394,024円 決算支出額 1,799,667円  差引残高 594,357円
【支出の部】

最
初
の
平
成
十
六
年
は

一
一

階
の
二
号
室

へ
発
生
し
防
除

一

が
行
わ
れ
、
二
回
目
は
二
十

一

年
に
前
回
の
西
隣

の
三
号
室

一

へ
、
三
回
目
が
今
年
で

一
号

一

室
の
い
ず
れ
も
発
生
場
所
は

一

ホ
ー
ル

（台
所
）
と
の
境

の

一

敷
居
と
、
最
初
と
今
年
は
玄

関
の
左
側
上
が
り
枢
に
発
生

し
ま
し
た
。
今
回
は
白
ア
リ

の
駆
除
と
予
防
対
策
を
名
古

屋
の
専
門
業
者

へ
依
頼
し
、

過
去
の
被
害
部
分
を
徹
底
的

に
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

尚
、
五
箇
年
間
の
保
障
付

き
で
、
今
後
も
十
分
注
視
が

必
要
で
、
区
民
の
皆
様
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

△印減 (単位 円)【収入の部】

目 1予 算 額  決 算 額 1 増  減

支

務

一衛

一務

一木

一利

一災

衡
|

一　

．
〓
―

一　

・

備

一合

軍112′OWip"
費 1 1,010,000

肇警
.   830,000

費  3,067,000

費  6,825,000

費  2,754,000

費  3,000,000

費  4,935,090

+ 1 35,271,090

3,507,850

0

22,224

564,725

3,915,000

1,573,551

1,500,000

620,595

11.703.945

△  9,342,150

∠|ヽ  1,010,000

△   807,776

△  2,502,275

△  2,910,000

△  1,180,449

△  1,500,000

△  4,314,495

△ 23.567.145

科  目 1予 算 額  決 算 額 1 増  減
1.区    費
2.繰 入 金
3.町 支 出 金

4.財 産 収 入

5.地元負担金

6.消防義務金

7.諸 収 入 金

8.前期繰越金

15,700,000

1,100,000

7,000,000

1,050,000

500,000

1,900,000

1,500,000

6,521,090

3,679,112

648,637

188,426

1,740,000

333,842

6,521,090

7,756,200 7,943,800

1,100,000

3,320,888

401,363

311,574

160,000

1,166,158

0

14,403,783収 入 合 計 135,271,090120,867,3071△

科

支 出 合 計

予 算 額

2,270,000

1,745,000

10,000

21,000

4,046,000

決 算 額

977,617

788,838

33,21

1,799,66

増  減
∠:ゝ  1,292,383

△   956,162

△    10,000

12,212

△ 2,246,333

一費

一費

一費

一費

一務

一業

一報

一備

一総

一事

一広

一予

０

一
２

一

‐
７

科  目 1予 算 額 増  減
367

△ 1,500,000

△   157,600

5,257

△ 1,651,976

繰 越 金
繰 入 金
補 助 金
雑  1又  入
収 入 合 計

525,000

3,000,000

520,000

1,000

4,046,000

決 算 額

525,367

1,500,000

362,400

6,257

2,394,024

△印減 (単位 円)【収入の部】

下市田4区 交通安全住民大会
主饉 下市田4区・■■■■■安全籠,
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天気に息ま薇て〃
今
年
も
七
月
二
十
四
日
０

に
、
下
市
田
区
の
年
間
行
事

の

一
つ
「
萩
の
郷
祭
り
」
が
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
天

候
に
恵
ま
れ
て
、
下
市
田
区

長

・
支
館
長
を
中
心
に
、
こ

の
日
の
為
に
企
画

・
運
営
と

何
度
も
集
ま
り
話
し
合
い
を

し
て
来
ま
し
た
。
支
館
部
員

達
も
そ
れ
ぞ
れ
分
担
場
所
が

決
ま
り
、
当
日
朝
か
ら
準
備

を
進
め
て
行
き
ま
し
た
。

外
で
は
、
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
の
皆
様
も
早
く
か
ら
集

ま

っ
て
、
暑
い
中
、
汗
を
か

き
な
が
ら
準
備
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

子
供
達
も
待

ち
遠
し
く
走
り

回
り
、
お
祭
り

の
始
ま
り
を
、

待

っ
て
い
ま
し

た
。そ
し
て
午
後

五
時
半
、
紅
華

の
皆
様
に
よ
る

呼
び
込
み
太
鼓

が
鳴
り
響
き
、

い
よ
い
よ
お
祭

り
の
始
ま
り
で

す
。今
年
は
七
年

に

一
度
の
御
柱

に
伴

い
、
木
遣

り
保
存
会
の
皆
様
に
も
盛
り

上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
と
て

も
迫
力
の
あ
る
木
遣
り
の
披

露
で
し
た
。

続
い
て
、
吉
田
河
原
保
育

園

・
下
市
田
保
育
園
の
園
児

披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
六
部

の

「
縄
文

の
火
お

こ
し
、
子
供
花
火
大
会
」
は
、

火
お
こ
し
し
た
火
種
か
ら
の

点
火
で
す
。
子
供
達
も

一
生

懸
命
に
火
種
に
火
を
お
こ
し

そ
し

て
最
後

に
、
全
員

の
参

加

で
盆
踊
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

今
年

は
昔
懐

か
し

の

〃
マ
イ

ム

マ
イ
ム
″
を

踊
り
ま
し
た
。

私
も
中
学
校
以

来
だ

っ
た
の
で
、

何
と
か
思

い
出

し
、
皆
さ
ん
と

楽
し
く
踊
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

賑
や
か
だ

っ

た
萩

の
郷
祭
り

も
、

い
よ
い
よ

終
盤
に
近
づ
き

ま
し
た
。
役
員

に
と

っ
て
、
下

市
田
区
の
大
き

な
行
事
の

一
つ

「萩
の
郷
祭
り
」

を
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

お
祭
り
に
ご

協
力
頂
い
た
全

て
の
関
係
者
の

方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

役
員
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
〃

岡
村

記

「待ちに待 つた 夏祭 りの START」
と
先
生
に
よ
る
ダ

ン
ス
、
と

て
も
可
愛
ら
し
か

っ
た
で
す
。

そ
し
て
子
供

エ
ア
ロ
ビ
ク

ス

「
プ
チ

エ
ン
ジ

ェ
ル
」
の

皆
様
に
よ
る
、
華
麗
な
元
気

い

っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
。

第
五
部
で
は
、
各
自
治
会

に
よ
る
素
晴
ら
し
い
踊
り
を

ま
し
た
。
そ
の
火
が
花
火
に

移
さ
れ
て
、
大
勢
の
子
供
達

が
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

花
火
終
了
後
は
、
子
供
達

に
本
部
よ
リ
ジ

ュ
ー
ス
が
配

ら
れ
、
花
火
を
片
付
け
な
が

ら
、
嬉
し
そ
う
に
ジ

ユ
ー
ス

を
も
ら

っ
て
行
き
ま
し
た
。
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盛
況
だ
っ
た

文
化
‐祭
り

は
〓ヽ
）印
帥

好
人

に
恵
ま
れ

て
、
卜
月

田
区
民
会
館

に
お

い
て

一
ド

ト
六

Ｈ

（午
後

一
時

よ
り
四

市

田
文
化
祭
り

一
が
開
催
さ

時
―
卜

分
ま

で
）
・
卜
Ｌ

＝

れ
ま
し
た
っ

（
午
前
九
時

か
ら
午
後

四
時

　

展
示
発
表
は
、

ｌ
Ｈ
間

に

わ
た
り
屋
内
外
で
行
わ
れ
、

十
七
グ
ル
ー
プ
、
個
人
な
ど

の
多
く
の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て

出
品
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

陶
芸

・
油
絵

・
水
墨
画

・

手
芸
品

・
書

・
盆
栽

・
写
真

な
ど
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
、
多
数
の

区
民
の
皆
さ
ん
に
鑑
賞
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

昨
年
度
の
反
省
か
ら
、
階

．
・・Ｊ

段
の
た
り
下
り
を
な
く
し
、

一
移
動
の
負
担
が
少
な
く
な
る

よ
う
に
、
展
示
場
所
を
三
階

か
ら

一
階

に
移
す
よ
う
に
し

ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ

い
広

場
」
に
出

演
さ
れ
た

皆
さ
ん
の

控
え
室
が

三
階
に
な

り
、
御
苦

労
を
お
か

け
し
た

こ

と

も

あ

っ

た
か
と
思

わ
れ
ま
す

．
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平成22年度

下市■文化祭り

萩の郷ふれあい広場
l¨ _

今
年
も
十
月
十
七
日
に
下

市
田
区
民
会
館
に
お
き
ま
し

て
、
七
十
五
歳
以
上
の
皆
様

を
お
招
き
し
て
長
寿
を
祝
い
、

恒
例

の

「
萩

の
郷
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
、
大
勢

の
参
加
で

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
少
し
趣
向
を
変
え

「
土
曜
笑
学
校
」
と

い
う
、

が
、
展
示
作
品
の
搬
出
や
搬

入
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
り
、

鑑
賞
も
多
数
の
区
民
の
皆
さ

ん
に
ゆ

っ
た
り
と
し
て
い
た

だ
け
て
好
評
で
し
た
。

茶
道
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に

よ
る
お
抹
茶
の
接
待
も
、
今

年
度
は
会
館
入
り
口
近
く
の

事
務
室
を
利
用
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
心
づ

く
し
と
連
携
で
、
例
年
と
変

わ
ら
な
い
温
か
く
薫
り
高
い

お
抹
茶
と
お
菓
子
を
共
に
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
和
む
ひ
と
と
き
と
な
り
、

多
く
の
方
が
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

今
年
の
文
化
祭
り
も
、
二

日
間
に
わ
た
り
、
多
く
の
方
々

が
参
加
し
て
下
さ
り
、
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。北
沢

記

生
と
高
校
生
二
人
に
よ
る
落

語
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
あ

ま
り
の
上
手
さ
に
話
に
引
き

込
ま
れ
、
最
後
の
落
ち
で
大

笑
い
で
し
た
。
し

っ
か
り
笑

っ

た
後
は

「
し
な
の
風
の
子
合

唱
団
」
と
い
う
町
内

の
子
供

達
の
合
唱
団
の
澄
ん
だ
歌
声

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
開
会

式
、
表
彰
式
と
進
行
し
て
い

き
ま
し
た
。

今
年
は
喜
寿
の
方
が
四
十

二
人
、
米
寿
の
方
が
十
二
人
、

卒
寿

（九
十
歳
）
以
上
の
方

爵
「・
■

が
七
十
四
人
と
大
勢
の
皆
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
、
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
祝
宴
と
な
り
昼
食

を
と
り
、
第
二
部
と
し
て
「
高

森

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ
」
に
よ
り
、

里
の
秋
な
ど
の
秋
の
情
景
メ

ド
レ
ー
な
ど
の
演
奏
の
後
、

「
さ
く
ら
会
」
の
皆
さ
ん

に

よ
る
踊
り
の
指
導
に
よ
り
会

場
に
い
る
人
達
全
員
で

（鐘

の
鳴
る
丘
）
や
（好
き
に
な

っ

た
人
）
な
ど
を
踊
り
ま
し
た
。

大
勢
で
や

っ
た
の
で
、
本
当

に
楽
し
か

っ
た
で
す
。
笑

っ

て
踊

っ
て
五
歳
は
若
返

っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

祝
宴
の
最
後
は

「
ウ
イ
ン

ド
ウ

ィ
ス
パ
ー
」
（
風

の
さ

さ
や
き
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
に
合

わ
せ
て
、
信
濃
の
国
Ｔ

ふ
る

さ
と
等
を
皆
で
合
唱
し
ま
し

勉)鰤誠1み威鋳

た
。
最
後
に
万
歳
三
唱
で
終

宴
と
な
り
ま
し
た
。

帰

っ
て
行
く
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
見
送
り
な
が
ら
、

こ
れ

か
ら
も
健
康
に
気
を

つ
け
て

お
元
気
で
過
ご
さ
れ
る
事
を

願
い
ま
し
た
。

市
岡

記

ワ

ふれれ)郷

ロ

ヨ
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、消
防
ふ
れ
あ
い

・

今
年

の
内
容
と

虐
鵬
旧煽
一し
て
一消
防
車
乗

‥‐‥

．　

．
．
車
体
験
」
「
水
消

高

森

町
消

防

団

第

皆
様
に
は
、
消
防
団
の
活

動
に
御
支
援
、
御
理
解
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
十
月
十
六
日
に
行
わ

れ
た

「消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
」

で
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
沢

山
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
達
消
防
団
の
日
頃
の
活

動
と
し
て
主
に
火
災
時
に
備

え
て
の
訓
練
、
行
事
な
ど
で

の
警
護
、
火
の
元
点
検
、
広

報
な
ど
の
予
防
消
防
が
あ
り

ま
す
が
、
消
防
団
と
し
て
地

域
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
う
機
会

も
少
な
い
た
め
三
年
前
か
ら

こ
の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
分
団

火
器
に
よ
る
消
火

体
験
」
「写
真
撮
影
」
が
あ
り
、

消
防
車
体
験
で
は
実
際
に
乗

っ

て
い
た
だ
き
会
場
周
辺
を
回

り
ま
し
た
。
子
供
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
な
か
な
か
乗
る

機
会
も
な
い
消
防
車
乗
車
体

験
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
事

が
で
き
ま
し
た
。

水
消
火
器
に
よ
る
消
火
体

験
で
は
実
際
に
水
を
噴
射
し

的
を
倒
す
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
勢
い
の
強
い

水
鉄
砲
の
様
な
感
覚
で
子
供

達
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

写
真
撮
影
で
は
、
消
防
車

の
前
で
写
真
を
撮

っ
て
い
た

だ
き
、
子
供
達
の
良
い
思
い

出
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
私
達
消
防
団
員
も
皆
様

と
ふ
れ
あ
う
事
が
で
き
、
と

て
も
良
い
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
私
達
に
と

っ
て
今
後
の

活
力
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
活
動

の
た
め
、
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
訓
練
な
ど
大

残
暑
ま
だ
厳
し
い
八
月
二
　
に
出
ま
し
た
。

十
八

・
二
十
九
日
に
北
陸

へ
　
　
高
山
市
内
を
散
策
し
た
後
、

の
支
館
、
分
館
長
、
主
事
の

「
ま

つ
り

の
森
」
で
豪
華
な

研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
　
高
山
祭
の
屋
台
、
か
ら
く
り
、

バ
ス
で
高
速
道
路
の
松
本

大
太
鼓
を
見
学
し
て
か
ら
、

変
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
私

達
は
互
い
に
協
力
し
合
い
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
興
味
が
あ
る
方
は
是

非
、
入
団
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

御
支
援
、
御
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
を
経
由

散
策
し
た
後
、
全
国
棚
田
百

し
、
安
房
ト
ン
ネ

選
に
選
ば
れ
た
白
米
の
千
枚

ル
か
ら
飛
騨
高
山

田
を
見
学
し
た
と
こ
ろ
八
月

末
で
稲
刈
り
を
し
て
い
る
光

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

珠
洲
の
塩
田
村
に
立
ち
寄

り
、
塩
田
ま
で
海
水
を
汲
み

上
げ
る
こ
と
か
ら

「
揚
げ
浜

式
」
と
呼
ば
れ
る
製
塩
法
を

見
学
し
、
ほ
ん
の
り
と
し
た

甘
み
と

コ
ク
の
あ
る
揚
げ
浜

塩
や
塩
サ
イ
ダ
ー
等
を
お
土

産
に
し
、
帰
路
に
向
か

っ
た
。

今
回
、
相
互
の
親
睦
が
深

ま
り
、
大
変
有
意
義
な
研
修

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

坂
牧

記

長
谷
寺
。
人
々
の
信
仰
の
厚

い
長
谷
観
音
を
拝
観
、
帰
路

に
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
楽
し

い
研
修
旅
行
が
出
来
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
自
川
郷
に
寄
り
、

砂
浜
の
波
打
ち
際
を
約
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
走

る
爽
快

な

「
千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ

ウ

ェ
イ
」
を
体
験
し
、
そ
の

夜
は
、
北
陸
の
輪
島
に
宿
泊

し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
輪
島

の
朝
市
を

代
議
員
会
研
修
旅
行

更
津
黄
金
風
呂

の

「
龍
宮
城
ホ

テ
ル
三
日
月
」
に
到
着
。

ひ
と
風
呂
浴
び
て
、
副
区

長
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
宴
会

に
。
カ
ラ
オ
ケ

・
吉
川
自
治

会
長
さ
ん
の
手
品

・
ど
こ
の

誰
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
月

光
仮
面
の
お
じ
さ
ん
の
登
場
、

大
変
盛
り
上
が

っ
た
宴
会
と

な
り
ま
し
た
。

翌
日
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
海

ほ
た
る
を
経
由
、
築
地
場
外

市
場
を
見
学
。
美
味
し
い
お

土
産
の
買
い
物
を
済
ま
せ
て

て
、
横
浜
中
華
街

へ
中
華
料

理
の
昼
食
。
紹
興
酒
で
乾
杯

・

散
策
。
花
と
眺
望
の
寺
鎌
倉

今
回
は
、
東
京
都
内

・
横

浜

・
鎌
倉
の
旅
で
す
。

貸
切
バ
ス
で

一
路
東
京
都

内

へ
。
車
中
は
幹
事

・
区
長

さ
ん
の
挨
拶
、
続
い
て
そ
れ

ぞ
れ
に
歓
談
サ
ロ
ン
席
は
賑

や
か
に
都
内

に
到
着
。
「
東

京
江
戸
博
物
館
」
を
見
学
。

昼
食
後
は
東
京
の
新
名
所
建

設
中
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
車

窓
か
ら
、
柴
又
帝
釈
天

・
矢

切
の
渡
し

・
寅
さ
ん
記
念
館

を
見
学
、
浅
草
か
ら
遊
覧
船

に
て
日
の
出
桟
橋
ま
で
隅
田

川
を
下
り
、
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
で
本
日
の
宿
泊
先
木

___′ ‐日鵬

臓
―
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日
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よ
う
こ
そ
下
市
田
へ
　
α
け郭
跡
ｔ

『
は

じ
め
ま

し

て
』

一
区

筑

丸

成

人

子
ど
も
と
庭
で

去
年
十

一
月
に
こ
ち
ら

へ
　
遊
ん
だ
り
、
散
歩
を
す
る
に

引
越
し
て
き
ま
し
た
。
私
達

も
最
適
な
環
境
だ
と
思

っ
て

は
、
私
と
妻
と
二
歳
に
な

っ
　
い
ま
す
。

た
息
子
の
二
人
家
族
で
す
。
　
　
又
、
道
で
お
会
い
す
る
方
々

息
子
は
よ
く
お
し
ゃ
べ
り
も

は
、
や
さ
し
く
声
を
か
け
て

し
、
外
遊
び
の
大
好
き
な
や

下
さ
り
、
住
ん
で
い
る
方
々

ん
ち
ゃ
坊
で
す
。
　
　
　
　
　
の
温
か
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、
学
校
や
公
　
　
こ
ち
ら

へ
越
し
て
き
て
、

園

・
資
料
館

・
図
書
館
な
ど

も
う
す
ぐ

一
年
が
経
と
う
と

が
近
く
、
息
子
と
散
歩
で
き

し
て
い
ま
す
が
、
最
初
の
頃

る
場
所
も
あ
り
、
自
然
も
多

は
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
も

く
、
静
か
な
こ
の
土
地
は
、
　
分
か
ら
な
い
事
が
多
く
、
同

こ
れ
か
ら
子
ど
も
が
成
長
し

じ
組
合

・
常
会
の
方
に
度
々

て
い
く
に
は
と
て
も
過
ご
し

お
聞
き
し
て
し
ま
い
ま
し
た

や
す
く
、
引
越
し
て
き
て
良

が
、
嫌
な
顔
も
せ
ず
、
や
さ

し
く
教
え
て
下

さ
り
、
と
て
も

有
難
く
、
嬉
し

か

っ
た
で
す
。

ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
事
も

多
く
、
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
事
も

多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
末
長
く

宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

渡

り

鳥
　
　
　
　
　
洗
め
「
資
」
‐

四
区
　
加

藤

菅
里
貝
子

　
付
一岬
ビ
ガ
琳
則
は
前

職
場
は
、
飯
田
市
川
路
の
　
へ
渡
る
集
合
場
所

（？
）
に

天
竜
川
堤
防
上
、
天
龍
峡
入

な
り
ま
す
。

口
あ
た
り
に
あ
り
ま
す
。
　
　
　
例
年
九
月
初
旬
か
ら
台
風

秋
か
ら
冬
に
か
け
、
空
気

や
雨
の
後
、
急
に
秋
ら
し
く

が
澄
み
、
天
竜
川
の
上
流
に

な
る
と
、
朝
か
ら
イ
ワ
ツ
バ

向
か

っ
て
右
側
に
仙
丈
ケ
岳
、　
メ
、
ツ
バ
メ
が
混
ざ
り
上
空

左
側
に
中
央
ア
ル
プ
ス
が
見

に
黒
ゴ
マ
を
ま
い
た
よ
う
に
、

え
ま
す
。
両
山
並
み
が
夕
日

お
び
た
だ
し
い
数
が
徐
々
に

で
赤
く
染
ま
る
景
色
は
心
が

集
ま
り
空
高
く
飛
び
ま
わ
り
、

夕
方
に
は
小
さ
な
群
れ

を
残
す
だ
け
の
日
が
あ

り
ま
す
。
毎
日
あ
る
訳

で
は
な
く
、
例
年
十
月

″波
の
一
人
言
″　
　
　
ｋ
ｔ
嗜
”
確″Ｄ
い
一ヽ

五区
浜
田
俊
悦
劃打獅潮
岡筵

内
地
ま
で
あ
と
十
日
あ
ま

ま
せ
ん
。
只
、　
一
ま
つ
の
物

り
。
昭
和
三
十
三
年
四
月

一　
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
。

日
早
朝
、
七
ヶ
月
の
航
海
を

　

そ
の
後
、
南
極
海
、
北
氷

終
え
、
無
事
大
阪
港
に
イ
カ

洋
、
地
球
二
十
六
周
、
寄
港

り
を
お
ろ
し
た
。

こ
の
日
は

日
本
中
の
諸
兄
に
と

っ
て
色
々

な
意
味

で
記
念
す

べ
き
日
と

な

っ
た
の
で
あ
る
。
「
売
春

一

禁
止
法
条
例
」
な
る
も
の
が

発
布
。
こ
の
日
の
午
前
零
時

ヽ

を
も

っ
て
巷
の
赤
い
灯
、
青

い
灯
が

一
斉
に
消
え
て
し
ま
っ
　
膚

た
。
残
念
こ
の
上
な
し
。
当

時
の
お
姫
様
達
は
ど
こ
に
行
っ

又
、
車

の
通

り
も
多
く
な
く
、

1'1ロ
ロ・
"'

下
旬
ま
で
に
三
、
四
回
そ
の

よ
う
な
日
が
あ
り
、
よ
り
北

へ
渡

っ
て
い
た
ツ
バ
メ
達
が
、

時
期
を
ず
ら
し
な
が
ら
南

ヘ

渡

っ
て
行
く
そ
う
で
す
。
十

月
に
下
市
田
で
ツ
バ
メ
を
目

に
し
な
く
な

っ
て
も
、
川
路

の
天
竜
川
付
近
で
ツ
バ
メ
の

し
た
国
五
十
二
ヶ
国
、
気
が

付
い
た
時
は
定
年
ま
ぢ
か
。

日
本
に
着
く
度
こ
の
国
が

一

番
と
思

っ
た
。
食
物
も
酒
も

水
も
、
も
ち
ろ
ん
女
性
も
最

高
で
あ

っ
た
。

当
時
、
休
暇
を
利
用
し
て

ア

ラ

ス
カ
、

カ

ナ
ダ

と

一

人
旅
し
た
事

が
あ
る
。
両

側
か
ら
迫
る

断
崖
の
間
を

ぬ

っ
て
飛
ぶ

軽
飛
行
機
か

ら
見
た

ユ
ー

コ
ン
河
、
今

群
れ
が
現
れ
る
日
が
あ
り

ま
す
。

ツ
バ
メ
の
群
れ
は

個
々
気
ま
ま
に
飛
び
回
り
、

ス
ズ
メ
の
群
れ
の
よ
う
な

飛
び
方
は
し
ま
せ
ん
。

今
年
は
暑
さ
が
続
き
、

九
月
二
十
三
日
に
初
回
の

群
れ
が
現
わ
れ
ま
し
た
。

春
は
早
い
年
で
二
月
末
頃

か
ら
、
秋
の
よ
う
な
大
群
で

な
く
、
数
羽
単
位
で
現
わ
れ

ま
す
。
最
後
に
、
窓
か
ら
外
ば
か

り
眺
め
て
い
る
訳
で
な
く
、

仕
事
も
こ
な
し
て
い
る
こ
と

を
お
伝
え
し
ま
す
。

に
も
く
ず
れ
そ
う
な
大
氷
河
。

そ
し
て
雪
と
言
う
よ
り
氷
を

か
ぶ

っ
た
大
山
脈
等

々
、
自

然
の
驚
異
と
言
う
か
人
間
に

は
絶
対
手
を
出
さ
せ
な
い
恐

ろ
し
さ
の
様
な
も
の
を
感
じ

て
来
た
。

不
規
則
に
近
代
化
さ
れ
た

都
市
よ
り
も
、
風
雪
に
耐
え

静
か
に
花
を
咲
か
せ
、
時
に

は
大
洪
水
を
お
こ
し
、
人
間

共
を
あ
わ
て
さ
せ
、
そ
し
て

優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
、

ま
る
で
女
性
の
様
で
も
あ
る
。

い
つ
の
日
か
、
も
う

一
度
た

ず
ね
て
見
た
い
。
又
、
機
会

が
あ
れ
ば
、　
一
人
言
。

“

憩ロ

′

亀
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私
は
、
初
め
て
の
修
学
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。
国
会
議

事
堂
や
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ

ン
ド
、
国
立
科
学
博
物
館
、

東
京
タ
ワ
ー
な
ど
に
行
き
ま

デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
が

一
番

楽
し
か

っ
た
で
す
。

走
り
ま
し
た
。
ギ
リ
ギ
リ
間

に
合

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
約

一
分
お
く
れ
て

し
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま

で
あ
ん
な
に
走

っ
た
事
が
な

小
六

林

　

果

私
が
今
が
ん
ば

っ
て
い
る

こ
と
は
、
四
才
か
ら
や

っ
て

い
る
新
体
操
で
す
。
四
年
生

の
こ
ろ
は
ま
だ
育
成

コ
ー
ス

で
練
習
が
週
に
二
回
し
か
な

か

っ
た
け
ど
、
五
年
生
の
春

私

が
今
が
ん
ば

っ
て
い
る
事

と
ガ

ッ
カ
リ
し
ま
し
た
。
け

れ
ど
、

こ
の
ジ

ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
に
乗
る
前
の
ド
キ
ド

キ
と
時
間
に
間
に
合
う
か
の

ド
キ
ド
キ
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
お
も
し
ろ
か

っ
た
事
は

一

生
の
思
い
出
に
残
り
ま
し
た
。

今
の
ク
ラ
ス
の
人
と
は
中

学
生
に
な

っ
た
ら
別
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

こ
の
思
い
出
は
ぜ

っ
た
い
に
、

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で

す
。

に
選
手
に
あ
が

ら
せ
て
も
ら

っ

て
、
週
に
三
回

歩

（五
区
）

く
ら
い
練
習
が

あ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ

に
夏
と
冬

に
あ
る
大
き

な
大
会

に
も
出
し

て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で

も
五
年
生
の
夏
の
大
会

で
は
、

ロ
ー
プ
と

い
う
手
具

で
出
た

け
ど
、

い
い
演
技
が

の
こ
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら

冬

の
大
会
も

ロ
ー
プ

で
で
た

け
ど
、

ミ
ス
を
し

て
し
ま

い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
六
年

の

夏

の
大
会
は
フ
ー
プ
と

い
う

手
具

で
出
ま
し
た
。
今
回
は

三
区
自
治
会
長

洒

井

安

地
域
社
会
に
お

い
て
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
先
行

き
不
透
明
な
社
会

で
す
。
限
界
集
落
と
言

う
言
葉
を
聞
き
ま

す
が
、
今
下
伊
那
地
方
の
山

村
で
は
、
現
実
に
お
き
て
い

ま
す
。
「
下
市
田
三
区
」
で
は
、

世
帯
数
三
百
八
十
四
戸
、
人

口
八
百
九
十
人
と
大
き
な
自

入
賞
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
フ
ー
プ
の
演
技

は
ノ
ー
ミ
ス
で
き
て
、
な
ん

と
四
位
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

ま
た
次
の
大
会
で
も
出
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ち
ゃ

ん
と
練
習
し
た
い
で
す
。
練

習
は
大
変
だ
け
ど
、
仲
良
し

な
友
達
も
い
る
し
、
先
生
も

い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
の

で
楽
し
い
で
す
。
次
は
ク
ラ

ブ
と
い
う
む
ず
か
し
い
手
具

を
や
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

一
生
け
ん
命
練
習
を
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。

治
会
と
な
り
、
町
内
で

雄
・　
幌
臓
妙
嫌
“
型
略
物
御

区
民
会
館
周
辺
で
も
宅
地
化

が
進
む
中
で
、
世
帯
数
も
増

え
る
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
で
は
、
０
環
境
づ

く
り
＝
地
区
計
画
に
よ
る
道

路

・
水
路

・
安
全
施
設
の
整

備
、
０
人
づ
く
り
＝
全
世
帯

参
加
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、

同
体
力
づ
く
り
＝
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
体
力
づ
く
り
等
、

三
本
柱
を
軸
に
活
動
を
行

っ

て
お
り
ま
す
。

工
='F`~

毎
年
力
行
会
加
入
者
が
お

り
ま
す
の
で
、
会
員
名
簿
と

会
員
住
宅
地
図
を
作
成
し
て

お
り
ま
す
。

分
館
の
事
業
で
す
が
、
自

治
会
と

一
体
と
な

っ
て
、
今

年
度
は
六
月
多
世
代
交
流
会
、

十
月
ふ
れ
あ
い
運
動
会
、
十

一
月
ふ
れ
あ
い
広
場
、　
一
月

ペ
タ
ン
ク
大
会
等
、
計
画
を

立
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

多
世
代
交
流
会
に
は
、
写

真
の
通
り
昼
食
時
の
写
真
で

す
が
、
盛
大
に
楽
し
い
交
流

会
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
度

分
館
の
最
大
の
事
業

で
あ
り
ま
す
ふ
れ
あ

い
運
動
会
は
、
十
五

常
会
が
参
加
し
十
六

チ
ー
ム
が
争
う
大
会

で
す
。
老
い
も
若
き

も
、
み
ん
な
が
楽
し

み
、
ふ
れ
あ
い
運
動

会
を
行
う
事
に
よ
り
、

会
員
の
連
帯
と
親
睦

を
深
め
る
大
切
な
行

事
で
あ
り
ま
す
。

地
区
内
に
も
取
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
地
区
計
画
が
あ
り

ま
す
。
住
み
よ
い
、

活
力
あ
る
地
域
社
会

を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

し

た

。

そ

の

中

で

私

は

東

京

い

ほ

ど

走

っ

た

の

で

、

間

に
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史
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楽
し
か
った
修
学
旅
行
　
　
待瘤
聟
（麺”
始しっ庫規れ恥間っほ贅けば

小
六

中

村

莉

那

（四
区
）
シ
ュ
マ
ウ
ン
テ

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
ち
ょ
っ

わたしの作文枚t埒
ぼくの作文

ン
に
乗
ら

た
り
、
ビ

ッ
ク

サ

ン
ダ

ー

マ
ウ

ン
テ
ン
に

乗
ら

た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
間
が
少
し

し
か
な
い
の
に
さ
ら
に
、

カ
リ
ブ

の
海
賊

に
乗

っ
て

し
ま

っ
た
の
で
そ
こ
か
ら

集
合
場
所
ま

で
全
速
力

で

由」L三 _
■

′d餞

鳥′

由
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と
改
称
し
、

介
護
保
険
事

業
も
行

っ
て

か
わ
せ
み
の
家
　
　
　
　
　
　
　
ぃ
滋
け
。」
！

舌

現

Ｄ

翅

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

び

す

け

っ

と

　

　

点
「
開
“
刑

代
表
理
事

本

島

多
勢
子

竜
川
沿
い
の

私
た
ち
は
平
成
十
年
か
ら

「
か
わ
せ
み
の
家
」
を
お
借

「
た
か
も
り
助
け
合

い
の
会

り
し
て
い
ま
す
ｃ
も
ち
ろ
ん

び
す
け

っ
と
」
と
し
て
、　
一　
光
熱
費
や
経
費
を
町
に
お
支

人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者

へ
手

払
い
し
、
掃
除
や
草
取
り
な

作
り
お
弁
当
を
日
曜
日
を
除

ど
の
周
辺
環
境
整
備
も
行

っ

く
毎
日
お
届
け
し
た
り
、
家
・
て
い
ま
す
。

事
支
援
と
し
て
ゴ
ミ
出
し
、
　
　
毎
週
水
曜
日

・
木
曜
日
に

掃
除
、
病
院

へ
の
付
添
い
、
　

は

一
か
わ
せ
み
サ

ロ
ン
」
を

雪
片
づ
け
、
草
取
り
な
ど
の
　
開
い
て
お
り
、
お
年
寄
り
の

有
償
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い

賑
や
か
な
笑
い
声
が
絶
え
ま

ま
す
。
平
成
十
五
年
か
ら
は

せ
ん
。
ま
た
、
月
に

一
回
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（
特
定
非
営

「
歌
声
喫
茶
」
も
実
施
し

て

利
活
動
法
人
）
び
す
け

っ
と
」

お
り
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や

萩
山
神
社
よ
り

氏
子
総
代
長

由
‥
”塚４
［略

半大

…¬ト

,お弁当

かわせみの家

かわせみサロン

歌声喫茶

恭→κ恭 ,К恭 Кゞ恭

業,К恭業深※*

さ
て
最
近
は
老
齢
化
の
話

題
が
多
く
、
特
に
後
期
高
齢

者
七
十
五
歳
以
上
の
人
が
三

分
の

一
以
上
等
の
状
況
の
様

で
す
。
神
社
に
於
い
て
も
、
参
拝

さ
れ
る
方
々
に
は
階
段
の
昇

降
に
難
儀
な
思
い
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
少
し
で
も
解
消
す
る
事

は
出
来
な
い
か
検
討
し
た
結

果
、
社
務
所
玄
関
前
か
ら
駐

車
場
広
場
ま
で
の
坂

道
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
の
ス
ロ
ー
プ
を

階
段
を
降
り
る
の
に
難
儀
を

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
参
拝
の
帰
り
に
は
ス
ロ
ー

プ
路
を
出
来
る
だ
け
利
用
し

て
頂
け
た
ら
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

秋
の
例
大
祭
も
好
天
に
恵

設
置
し
て
少
し
で
も
緩
和
で

ま
れ
、
無
事
に
納
め
る
事
が

き
な
い
か
、
問
題
は
工
事
費
。

出
来
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
発
注
施
工
で
は
神
社
の
予
算

で
は
絶
対
無
理
。
結
局

自
主
施
工
で
行
う
事
に

な
り
、
八
月
初
旬
数
日

間
に
亘
り
工
事
を
行
い
、

写
真
の
通
り
完
成
し
た

の
で
す
。
現
地
に
合
わ

せ
た
の
で
多
少
勾
配
と

な
り
、
滑
る
危
険
も
あ

り
ま
す
の
で
後
日
手
摺

を
取
付
け
る
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

今
迄
参
拝
に
来
ら
れ

ギ
タ
ー
等
の
伴
奏
で
、
懐
か

し
い
歌
、
思
い

出
の
う
た
等
を

一
老
若
男
女
が
集

ま
り
大
き
な
声

で
歌

っ
て
い
ま

す
。
常
連
の
お

客
さ
ん
も
お
り
、

く

楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
ま
す
。

「
か

わ

せ

み

の
家
」
に

一
度

来

て
み
ま
せ
ん

か
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告

防
災
委
員
長

竹

村

征

九
月
五
日
の
町
全
体
の
防

災
訓
練
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
下
市
田
区
の
防
災
訓
練
に

は
、
多
く
の
区
民
の
皆
様
に

参
加
ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
訓
練
は
、
実
際
に

災
害
が
発
生
し
た
時
、
電
話

と
か
有
線
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

が
正
常
に
働
く
は
ず
が
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
人
に
よ
る
伝

達
の
み
で
行
い
ま
し
た
。
下

ユヽ
一一帥悧
・全一嘲一ｋ一神・一脚一嘲一好・

り
´
】
は
九
百
七
十
七
戸
、
参

加
人
数
男
性
七
百
七
十
四
人
、

女
性
五
百
六
十

一
人
、
計
千

三
百
三
十
五
人
で
し
た
。

避
難
訓
練
の
後
で
各
自
治

会
に
よ
る
各
種
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
消
火
器
を
見

た
こ
と
が
無
い
人
が
消
火
器

を
使
え
ま
す
か
？

消
火
栓

を
開
い
た
こ
と
が
無
い
人
が

消
火
栓
を
使
え
ま
す
か
？

大
災
害
が
発
生
し
た
時
、

ま
ず
自
分
の
安
全
を
確
保
し
、

家
族
の
安
全
を
、
そ
し
て
隣

近
所
の
人
た
ち
の
安
全
を
考

え
る
と
常
に
防
災
訓
練
、
避

難
訓
練
に
参
加
し
て
身
に
つ

け
る
事
が
非
常
に
大
切
で
す
。

下
市
田
区
民
の
皆
さ
ん
、
機

会
が
あ
る
度
に
訓
練
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

大
き
い
シ
マ
ウ
リ
が
出
来

た
が
、
こ
ん
な
硬
い
も
の
は

漬
物
に
な
ら
ん
と
言

っ
て
、

山
の
神
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま

っ

た
。
せ

っ
か
く
作

っ
た
の
に

な
ん
て
こ
と
を
、
と
嘆
い
て

い
た
ら
、
ト

マ
ト
も
ウ
リ
も

今
年
の
野
菜
な
ど
の
皮
は
硬

か

っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
夏
の

異
常
な
天
候
の
せ
い
ら
し
い
。

生
物
多
様
性

へ
の
取
り
組
み

が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
生
々

流
転
も
途
絶
え
る
恐
れ
を
感

じ
さ
せ
る
今
年
の
異
常
気
象

だ

っ
た
。

編
集
後

記

一

_FL
固日国

避難場所の

確認

地
元
施
設
の
紹
介
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